
 

 

  

6月 27日–7月 3日 

サムエル第二 15-17章 

 123番の歌と祈り 

開会の言葉（1分） 

神の言葉の宝 

「アブサロムは誇りのために反逆する」（10分） 

宝石を探し出す（10分） 

サム二 16:4 王はツィバに言った。「メピボセテのものは全部あなたのものです」。ツィバは言った。「あなたの

前でひれ伏します。王の好意を得られますように」 

ダビデが物事を性急に決定したことから何を学べるか。 

（塔研 18.08 6ページ 11節）ダビデ王とメピボセテの例も考えましょう。ダビデはメピボセテに

親切を示し，祖父サウルの土地をすべて返しました。（サム二 9:6，7）しかしその後，ダビデは

メピボセテについて良くない報告を聞き，事実を確かめずに土地を取り上げてしまいました。（

サム二 16:1-4）後にダビデはメピボセテから事情を聞き，自分の間違いに気づきます。そして，

土地の一部をメピボセテに返しました。（サム二 19:24-29）ダビデは不十分な情報に基づいて性

急に行動してしまいました。時間を取って事実を確認していれば，メピボセテを不当に扱うこと

はなかったでしょう。 

今週の範囲からエホバについて何を学べたか。宣教でどんな点を活用できるか。ほかにどんな宝

石を見つけたか。 

①（16:4）ダビデはアヒトフェルの裏切りに心痛していたところに、親切を示してくれたツィバ

からメピボセテが自分から離れたことを聞きショックを受けて慎重な判断ができなかった可能性

もある。私たちも同じ失敗をするかも。 

それでもダビデが、ここでメピボセテを不当に扱っただけでなく、後にツィバの策略が明らかに

なっても必ずしも公正な扱いをしていないのは興味深いこと。このダビデ王の経験は人間の不完

全さを良く教えてくれていますし、この失敗の正直な記録も聖書が普通の本ではないことを明ら

かにしている。是非宣教でも活用していきたい。 

②（15:31‐34）ダビデが自分を裏切ったアヒトフェルの助言が覆されるようにエホバに祈願した

だけでなく、自分にできることを計画的に行ったことも、祈りにはそれに調和した行動が求めら

れる大切さを教えてくれる。行動が伴うエホバへの祈りをエホバは聞いてくださる経験から、私

たちの信仰がさらに強固なものにされることも学べた。 



 

 

聖書朗読（4分）サム二 17:17-29（教励 第 5課） 

野外奉仕に励む 

最初の話し合い（3分）話し合いのサンプルを用いて話し始める。よくある反対意見に対処する

。（教励 第 7課） 

再訪問（4分）話し合いのサンプルを用いて話し始める。「聖書レッスンのご案内」の動画を紹

介する。（再生はしない）（教励 第 2課） 

話（5分）塔 09 5/15 27-28 主題: どのようにイッタイに倣えるか。（サム二 15:19-22）（教励 第

13課） 

クリスチャンとして生活する 

106番の歌 

会衆の必要（5分） 

「愛は……思い上がら[ない]」（10分）討議。「愛があれば… 思い上がらない」の動画を再生。 

会衆の聖書研究（30分）暮 レッスン 10 

閉会の言葉（3分） 

87番の歌と祈り 

 

^ （サム二 15:1-17:29） そうしたことの後，アブサロムは自分のために兵車と馬と護衛*50 人を配

備した。 2 また，アブサロムは朝早く起きて，都市の門に通じる道の脇に立つようにした。訴え

事のある人が，裁いてもらおうと王の所にやって来ると，アブサロムはその人を呼んで，「あな

たはどこの町の人ですか」と言い，その人は「イスラエルのこれこれの部族の者でございます」

と言うのだった。 3 アブサロムは，「あなたの訴えは正しくてもっともですが，王の下には，あ

なたの件を扱ってくれる人はいません」と言った。 4 そしてこう言うのだった。「私がこの国の

裁判人に任命されていれば，訴え事や争い事がある人はみんな私のもとに来て，公正な裁きを受

けられるのですが」。 5 誰かが近づいてきてひれ伏そうとすると，アブサロムは手を出して引き

寄せ，口づけするのだった。 6 裁いてもらおうとして王の所に来る全てのイスラエル人に，アブ

サロムはこうしたことをしていた。イスラエルの人たちの心を盗んでいたのである。 7 4年*がた

った頃，アブサロムは王にこう言った。「どうか私をヘブロンに行かせてください。エホバにし

た誓約を果たしたいのです。 8 私はシリアのゲシュルに住んでいた時，『もしエホバが私をエル

サレムに連れ戻してくださるなら，エホバに捧げ物をし*ます』という厳粛な誓約をいたしました

」。 9 王は言った。「気を付けて行きなさい」。そこでアブサロムは立ち上がって，ヘブロンに



 

 

  

    

神の言葉の宝 

アブサロムは誇りのために反逆する 

アブサロムは自分が称賛されることを願った。（サム二 15:1。洞-2 49） 

アブサロムは人々の心を盗んだ。（サム二 15:2-6。塔 12 7/15 13ページ 5節） 

アブサロムは父親の王権を奪い取ろうとした。（サム二 15:10-12。洞-2 773ページ 1節） 

私たちは野心を抱くことがないよう，定期的定期的定期的定期的に自分の動機を確かめる動機を確かめる動機を確かめる動機を確かめる必要がある。他の人に良く

思われたいという気持ちからではなく，誠実な気持ちから他の人のことに気を配るようにする。

（フィリ 2:3，4対抗心を抱いたり，自己中心的になったり(*うぬぼれたり)してはなりません。謙遜になり(*自分

を低く見て)，自分より他の人の方が上だと考えてください。 4 自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を

配りましょう） 

 

^ （サム二 15:1） そうしたことの後，アブサロムは自分のために兵車と馬と護衛*50 人を配備し

た。 

 

直訳，「前を走る人」。 

  

^ （サム二 15:2-6） また，アブサロムは朝早く起きて，都市の門に通じる道の脇に立つようにし

た。訴え事のある人が，裁いてもらおうと王の所にやって来ると，アブサロムはその人を呼んで

，「あなたはどこの町の人ですか」と言い，その人は「イスラエルのこれこれの部族の者でござ

います」と言うのだった。 3 アブサロムは，「あなたの訴えは正しくてもっともですが，王の下



 

 

  

    

クリスチャンとして生活する 

「愛は……思い上がら[ない]」 

 愛があれば，謙遜になれます。（コリ一 13:4愛は辛抱強く，親切です。愛は嫉妬しません。愛は自慢せ

ず，思い上がらず）兄弟姉妹を愛しているなら，自分の方が上だと考えることはありません。他の

人の良い点に目を留め，自分の能力を他の人のために用います。（フィリ 2:3，4対抗心を抱いた

り，自己中心的になったり(*うぬぼれたり)してはなりません。謙遜になり(*自分を低く見て)，自分より他の人の

方が上だと考えてください。 4 自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を配りましょう）そのような

愛を示せば示すほど，エホバにいっそう用いられる人になれます。 

「愛があれば… 思い上がらない」の動画を見て，次の質問に答えましょう。 

１．アブサロムにはどんな良いものが備わっていましたか。 
人を引き付ける多くのものがあった。王家に生まれ、裕福。どこに行っても皆が振り返った。 
 
２．それらをどのように誤用しましたか。 
都市の門の所にやって来た、訴え事を王に聞いてもらいたい人に、 
「私がこの国を裁くことができれば、皆私のもとに来て公正な裁きを受けられるのに。･･･ 
神は何れご自分の民のために最善のことをなさる。」と述べ、人々の心を奪っていった。 
アブサロムは人々のことを考えているように見えたが、実際には自分のことしか考えていなかっ

た。 
 
３．どうすれば思い上がることを避けられますか。（ガラ 5:26自己中心的になって(*うぬぼれて)
はなりません。競い合ったりねたみ合ったりしないようにしましょう） 
兄弟姉妹を愛しているなら、自分の方が上だと考えることはない。他の人の良い点に目を留め，

自分の能力を他の人のために用いることができる 

^ （コリ一 13:4） 愛は辛抱強く，親切です。愛は嫉妬しません。愛は自慢せず，思い上がらず， 

 


